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本報告では，銀行による業務多様化を論じた Litan (1987) や銀行産業衰退論を否定する Wheelock 

(1993) と Kaufman and Mote (1994) 等の先行研究を参考にして，大手銀行グループの OTD（組成分

配型）モデルを考察する。大手銀行グループは，1980 年代から一連の業務展開をおこない，現代的な

OTD モデルを形成してきたのである。 

本報告では，OTD モデルにおいて，オリジネートされた金融商品が，いかにしてディストリビュートさ

れたかを考察する。たとえば，第１部で考察する，1960 年代からの FF による証券決済と，アメリカ型の

証券化を支えた 1930 年代からのノン・リコース（償還請求権なし）ファイナンスの展開である。 

第２部では，アメリカにおける銀行中心の金融システムへの展開の一端を解明する。それは，1980 年

代以降の①ローン・セール，②ディリバティブ，③証券化と続く OTD モデルの形成過程であった。OTD

モデルにおいてオリジネートされるのは貸付である（銀行のコア業務）。大手銀行グループによる業務

展開（OTD モデルの形成）は，銀行のコア業務を活用し，本来の銀行業務ではない業務に進出したが，

それは本来の銀行業務に付随したものであった。 

第３部では，大手銀行グループの収益構造と収益の源泉を分析する。これらの分析によると，大手銀

行グループが，トレーディング業務という銀行の強みを生かし，同業務とシナジー効果のある，引受業

務に進出した可能性が高い。大手銀行グループは，投資銀行業務の中心である引受業務を中核にも

つ OTD モデルを形成したのである。第３部では，資本市場中心の金融システムにおける，アメリカの大

手銀行と同一グループ傘下の証券子会社や関連機関の戦略の一部を解明する。 

大手銀行グループは，彼ら独自の OTD モデルを形成し，同一グループ傘下の証券子会社や関連

機関を利用して，大手投資銀行による投資銀行業務の寡占状態の一角を打ち破った。こうした状況を

鑑みれば，大手銀行本体，その証券子会社，関連機関が一体となってどのように業務展開をおこなっ

たかを理論的に分析する必要性がある。異なってはいるが一連の業務をおこなう，複数の金融機関を

考察しようとする試みは，サブプライム危機後におこなわれたシャドーバンキングに関するもの等に限ら

れている。これは業態別金融機関の分析を重視する既存理論に見直しを迫る考え方であり，報告者は

そのとば口に足を踏み入れたのである。 

 

※ 本報告は，JSPS 科学研究費 24530513，16K03920 の助成を受けたものである。 
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